
令和7 年 3 月 15 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニ
ケーショ
ン

支　援　内　容

事業所名
しずおか福祉のまちづくり
　　児童発達支援　ぱっそ大和教室 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念 発達の気になる子どもたちとそのご家族、スタッフを含めた地域社会の人たちが幸せに生きていける社会を創っていきます。

支援方針

・一人ひとりのお子さんが安心・安全に過ごせるようサポートしていく。
・集団生活が始まる幼児期に、安心・安全できる環境の中で、”楽しい””できた”経験を大切にし、自信を持って取り組める力を育む。
・小集団での生活の中で生活力を身につけていく。
・得意な遊びを見つけ楽しんで遊ぶ積み重ねを通して、集中する力を身につける。

営業時間 送迎実施の有無 なし

本
人
支
援

・通所時の健康状態の把握と維持（体温計測や視診等による体調確認、生活中の変化への対応など）。
・基本的生活リズムの形成への支援。
・基本的生活習慣の練習や一連の動作の獲得の支援（身支度や片づけ、感覚特性に配慮しながら食事の仕方や排泄の仕方を身につける、清
潔に過ごすなど）。
・安心・安全に過ごせるよう、生活空間や時間等がわかりやすいような生活環境を整える（絵カードや写真による活動スケジュールの掲示
をし見通しを持って生活をする、空間の仕切りや活動場所の構造化など）。

・様々な遊びや運動用具を使って身体を動かす機会を作り、楽しみながらバランス感覚や身体機能の維持・向上、姿勢保持、体の動きのコ
ントロールの仕方を養う。
・それぞれの感覚特性に配慮しながら、基礎となる感覚を取り入れた遊びを取り入れていく（バランスボール、トランポリン、小麦粉粘土
遊び、スライム作り、感触マットなど）。
・手先を使った遊びを通して、手先や指先の巧緻性を育てる。

・絵カードや写真による活動スケジュールの掲示をし、見通しを持ち、自分から安心して行動ができるように支援する。
・不安に感じること・思いに寄り添い、見通しを持って安心・安全に過ごせるような環境構成や支援を行う。
・遊びや活動の中で物の名前や数などに興味を持てるような環境を提供する。
・特性に配慮しながら、”楽しい””やってみたい”と思えるかかわりや環境を工夫し支援する。

・スタッフや友だちとのかかわりを通し、自分の思いを伝えたい気持ちを育て、お子さんに合わせた伝える方法が身につくよう支援し、気
持ちが伝わった嬉しさが感じとれるようにする。（指差し、身振り、絵カード発語など）。
・困った時のヘルプの出し方を知り、助けてもらっていいという安心感が持てるような支援をする。
・視覚支援などを使って言葉の理解力を育てる（見本を見る、模倣する、聞く、見るなど）。



人間関係
社会性

本
人
支
援

・スタッフとの信頼関係を築き、まるごと受け止めてもらう心地よさが味わえるようにする。
・安心して自分の遊びや活動を満足できるまでやりきる経験を積み重ねられるよう支援する。
・遊びや活動を通して、友だちとに興味・関心を持ち、一緒に遊ぼうとする気持ちが持てるような働きがけをする。
・遊びや活動を通して、物の貸し借りや順番を待つなどのやり取りが分かるよう支援する。

主な行事等

・教室内保護者座談会、法人内の児童発達支援「ぱっそ」との利用者交流
・法人内放課後等デイサービス『トライアングル』との合同座談会等
・保護者勉強会・ペアトレ等

家族支援

・送迎時やおたよりファイル、面談等で、家庭とぱっそでの様子や園等で
の様子を情報共有していく。
・子育ての困りごと等を聞き取る場を設け、より良い方法を一緒に考え、
子どもの育ちを支えていく。
・特別支援教育に携わる専門家からの相談援助を行う場も設けていく。
・家族（きょうだいを含む）で参加できる行事を実施する。

移行支援

・切れ目のない支援を継続できるように、
移行先と具体的な支援内容について共有し
ていく。
・必要に応じて移行先に出向き、必要な情
報共有を行う。

地域支援・地域連携

・必要に応じて関係機関と情報共有をし、連携して子どもの育ちを支えて
いく。
・関係機関からの見学希望があれば調整をして見学の機会を設ける。

職員の質の向上

・外部研修の受講や事業所内研修を実施
し、職員の専門的な知識やスキ
ル、支援の質の向上を図る。


